
（様式５）

「ラグビー教育レガシー推進事業」

事業実施報告書

学校名 島田市立大津小学校

担当者名 勝呂 拓生

１ 選択コース Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ

２ 実施日 10月 18日 火曜日

３ 実施対象者

（学年･人数 等）

３年生 26名

４年生 31名

４ 取組内容 ・ブルーレヴズの選手によるパス、キック、タックルの実演

・タグの付け方、取り方の説明

・タグ取りゲーム

５ 取組成果

課題

反省等

・トップアスリートの蹴ったボールを取る等でふれあったこと

や、プレーを間近で見たことで、スポーツ選手に憧れる気持ち

や、プロスポーツへの関心が高まった。

・ラグビーのトップ選手から、実際にラグビー・タグラグビーの

授業を受けたことで、競技への児童の興味が高まった。

・講師が、見学している児童に対して、見やすい場所に移動する

よう促したり、出来る範囲で参加するように声をかけたりして

くれたので、見学していた児童にとっても貴重な機会となっ

た。

・タグの扱い方を丁寧に分かりやすく説明してくださったので、

子どもの理解が早かった。

・タグの分け方や集め方、タグになれるための簡単な運動といっ

た、タグラグビーの授業の導入時に効果的な指導方法が参考に

なった。

７ 県教委への

要望や意見
特にありません。

８ 事後アンケ

ート

以下の問いについて該当するものに〇

（１）児童生徒のスポーツへの興味・関心が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（２）児童生徒の体力が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（３）来年度もこの事業を活用したいと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

＜実践テーマ＞

Ⅰ 静岡ブルーレヴズ・講演会及び交流会

Ⅱ 静岡ブルーレヴズ・タグラグビー等実技指導

Ⅲ ラグビー部、タグラグビークラブ等活動支援


